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はじめに
小児循環器病学の分野において、先天性心疾患の診断や治療は著しい進歩をと
げた。また、先天性心疾患の成因に関する研究分野でも、この数年の遺伝子解析
の進歩により、いくつかの先天性心疾患の責任遺伝子が明らかにされてきた。し
かし、ヒトの心血管奇形発生には、疫学的に、遺伝因子と環境因子があると推測
されているが、これがどのように作用するのかはいまだ明らかにされていない。
私どもは、平成 5年から平成6年にかけて科学研究費補助金(一般研究-c) を
受け、先天的に心血管奇形を有するラット CWKY/NC司)の腔を培養することで
心臓発生の過程を観察し、また、免疫組織学的手法によって神経堤細胞をはじめ
とする神経原性組織がどのように関与するかについて実験的研究を行ってきた。
平成7年から平成8年にかけては、同じく科学研究費補助金(基盤研究-c) を
受け、催心奇形性のある化学薬品(ビスダイアミン)を投与したラットの胎仔を
培養し、心臓発生過程においてこの薬剤が及ぼす影響について組織学的に研究を
すすめてきた。そして、平成9年から平成 10年には、再度科学研究費補助金(基
盤研究-c) を受け、ビスダイアミンによりひきおこされる心血管奇形と
WKY/NC吋の心血管奇形を形態学的、組織学的、循環動態学的に比較検討し、心
奇形発生に関与する一次的な因子と二次的な因子を明らかにすべく研究をすすめ
てきた。平成 11年から平成 12年には科学研究費補助金(基盤研究-c)により、
冠動脈の発生並びにビスダイアミン投与ラット胎仔と WKY/NC吋ラット胎仔にみ
られる冠動脈奇形の成因について研究を発展させてきた。これまでの成果は、研
究を始めるに当たって意図した目標とは大きな隔たりがあり、満足すべきもので
はないが、今後の研究に対する礎石を築くことができたと思っている。
近年、医療の分野において遺伝子治療が導入されている。近い将来、先天性心
臓病にも遺伝子治療が取り入れられると期待されるが、このためには、責任遺伝
子と心奇形発生機序を詳細に解明することが重要となるのはいうまでもない。今
後もこの目標に沿うべく研究をすすめていきたい。
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